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1.　はじめに
　日本において、デジタルアーカイブを学校の児童・
生徒向け教育に活用する取り組みはさまざまな形で見
られるものの、個々の館やプロジェクトのレベルでの
取り組みにとどまっている印象が強い（1）。一方、米国・
欧州では、米国デジタル公共図書館（DPLA；CA1857
参照）（2）、Europeana（CA1785、CA1863 参照）（3）という、
それぞれの包括的ポータルサイトにおいて、児童・生
徒向け教育を体系的に展開しようとする取り組みが認
められる。本稿では、日本の関係方面への参考として、
こうした米国・欧州の取り組みを紹介したい。
　なお、米国では上記の取り組みの背景に、米国アー
キビスト協会（SAA）などによる「一次資料を用い
た、あるいは一次資料に関する教育（Teaching with/
about Primary Sources：TPS）」の推進活動が存在す
る。本稿では TPS についても、最初に触れておきたい。
本稿でいう一次資料は、出版のために編集される前段
階の、当時の出来事をそのまま記録した、文書、書簡、
写真、動画などを指す。
　また、本稿は 2018 年 9 月時点での動向をまとめた
ものだが、米国・欧州とも取り組みが活発で、これ以
降も新たな動きが生じる可能性が高い。最新の動向、
および、本稿に収録できなかった実践事例などについ
ては、カレントアウェアネス・ポータルなどをご参照
いただきたい。

2.　米国の動向
2.1.　�一次資料を用いた、あるいは一次資料に関する教

育（TPS）
　TPS については、SAA が 2010 年より、「一次資料
を用いた、あるいは一次資料利用に関する教育につい
ての委員会（Teaching with/about Primary Sources 
Committee）」を設置し、TPS に関する実践記録など
の文献リストをウェブ上で提供するなどの取り組みを
行っている（4）。また、SAA は 2016 年にテキストブッ
クを刊行し、TPS に関する米国での歴史的経緯や、実
践事例などをまとめている（5）。この中には、米国議会
図書館（LC）の「アメリカン・メモリー」をはじめ

とする、1990 年代からの先駆的なデジタルアーカイブ、
あるいは「オンライン上の一次資料」が、学校教員に
とって TPS を促す契機のひとつになった、との記述
も見られる（6）（7）。このほか、米国大学・研究図書館協
会（ACRL）や、K-12 を含めた児童・生徒・学生を教
える教員が関与する、TPS の事例集なども刊行されて
きた（8）。なお、これらの動向については、鎌田の論稿
もあわせてご参照いただきたい（9）。
　TPS に関する最近の到達点として、「一次資料リテ
ラシーのためのガイドライン（Guidelines for Primary 
Source Literacy）」の策定がある（10）。これは、ACRL
の貴重書・手稿部会（RBMS）と SAA の合同タスク
フォースが策定に当たり、2018 年に ACRL・SAA の
各理事会の承認により、両団体による公式なガイドラ
インと位置づけられた。このガイドラインは、大学生
相手に仕事をする図書館員、アーキビスト、教員など
を主な利用者として想定している一方、K-12 の児童・
生徒や一般市民も利用できるように柔軟に書かれてい
る、としている。内容は「（1）序文」「（2）中核的思想」 

「（3）学習目標」「（4）付録」の 4 部構成をとり、（2）で
は分析・倫理・理論に関する概念と、実践上の留意点を、
ガイドラインの基盤として挙げる。その上で、（3）では

「概念化」「発見とアクセス」「読解、理解、要約」「解
釈、分析、評価」「利用と［引用・参照としての］取
り入れ」の 5 点にわたり、一次資料を用いる学習者に
とっての学習目標を掲げている。なお、このガイドラ
インは、ACRL が 2015 年に策定した「高等教育のた
めの情報リテラシーの枠組み」（CA1870 参照）の理念
の上に成り立っている、とも記している。

2.2.　米国デジタル公共図書館（DPLA）での教育活動
　2013 年 4 月に公開された DPLA は、教育諮問委員
会（Education Advisory Commmittee）（11）が、「オン
ライン上の一次資料」の項目と教材・指導案を取りま
とめて公開する「一次資料セット（Primary Source 
Sets）」（12）の構築・改訂に当たるほか、外部資金を受
けつつ、教育活動を展開している（13）。
　「一次資料セット」は、2018 年 9 月時点で 141 の
項目を収録しており、各項目にはテーマに即した
DPLA 内の複数の一次資料と、Wikipedia を含めた外
部の関連資料、そして指導案として質問項目や課題
の事例、および TPS のための留意点などが掲載され
ている。「一次資料セット」の対象時期は、米国建国
に先立つ「アメリカ大陸の探検（Exploration of the 
Americas）」から、「1980年代の保守主義の高まり（Rise 
of Conservatism in the 1980s）」などの直近の事柄ま
で幅広く、また主題面でも政治・経済・社会のみなら
ず文学・文化の領域をも対象としている。「1980年代＊天理大学人間学部総合教育研究センター（図書館司書課程）
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の保守主義の高まり」の項目を例にとると（14）、レーガ
ン政権期の戦略防衛構想（SDI）を記した政策文書や、
当時の政権高官へのインタビューなどの動画、政権批
判の風刺画などが一次資料として収録されている。ま
た、この項目の指導案では、一次資料をもとに当時の
外交政策、都市政策、薬物対策などを児童・生徒に考
えてもらう質問・課題の例が提示されている。
　2018 年 9月には、DPLA 内 に「DPLA 教 育ガイド

（Education Guide to DPLA）」のページが新設された（15）。
ここでは、上述の「一次資料セット」のほか、オンラ
イン展示、 利用者が DPLA で発見したアイテムのリス
ト作成機能、低所得層の子どもを対象に電子書籍を提
供する Open eBooks など、DPLA を児童・生徒向け
の教育に活用するためのコンテンツや機能が紹介され
ている。

3.　欧州の動向：EuropeanaとHistoriana
　一方、2008年11月公開のβ版に端を発するEuropeana
はもともと、EU での文化・文化遺産に関する政策や
プロジェクトを基盤としつつ、欧州での図書館・文書館・
博物館等がもつウェブ上のデジタルコンテンツを一括
して検索できるようなしくみとして、構築・運営されて
きた（CA1863 参照）（16）。
　2017 年に入り、Europeana は収録コンテンツの利用
に関する重点領域を、学校教育から生涯教育までにわ
たる教育と定め、同年 3 月に教育活動に特化したウェ
ブページ“Education”を、専門家向けサイト“Europeana 
Pro” の中に立ち上げた（17）。ここでの取り組みのひと
つとして、教育利用のための Europeana 利用ガイドの
作成・公開が挙げられる（18）。本稿執筆時点で公開され
ている 2017 年版では、Europeana の検索・利用方法
の解説のほか、クリエイティブ・コモンズ・ライセン
スなど「再利用可能なコンテンツ」の探し方、出典表
記の仕方の説明に分量を割いていることが特色と言え
る。また Europeana が提供する API の説明が、この
ガイドや、Europeana Pro 内の教育ページに加えられ
ている。ただし、米国での TPS に相応する取り組みは、
これらにおいて確認できない。このほか、フランスで
の Europeana 活用のための「シナリオ」をまとめた報
告書なども、この Europeana Pro の教育ページで紹介
されている（19）。ただし総じて、Europeana の直接の関
心は、TPS のような取り組みよりも、API 活用も含め
た教材開発のほうに向けられていると、筆者は考える。
　TPS のような、デジタルアーカイブないし「オン
ラインの一次資料」を用いて「何を、いかに教える
か」を提示する取り組みは、Europeana と協力関係
を結びつつ、実際に教育に携わる人々やその団体に
委ねられているのが、欧州の現状と言える。その一

例が Historiana というウェブサイトであり（20）、これ
は Europeana との協力のもと、欧州歴史教育者協会

（EUROCLIO）と、システム開発企業たる Webtic 社（オ
ランダ・アムステルダム）が運営主体となっている。
　Historiana は主に以下のようなコンテンツから構成
されている。

・�歴史的コンテンツ（Historical Content）：Europeana
を通じ欧州の各機関からアクセスできるデジタル
アーカイブのコンテンツをトピックごとにまとめた
項目や、第 1 次・第 2 次世界大戦、冷戦といった主
題ごとに Europeana や Wikimedia Commons 上の画
像等を用いつつ、歴史的事柄を解説した文章などが
含まれる。

・�教授と学習（Teaching & Learning）：トピックごと
の教材や指導案。DPLA の「一次資料セット」のよ
うに、テーマに対応する一次資料をもとに学習を進
めるための指導案もあれば、外交問題など児童・生
徒のロールプレイを通じて、歴史や交渉力を理解さ
せるための指導案も見られる。

・�資料の検索（Search Sources）：Europeana の検索機
能のほか、Historiana と提携する図書館・博物館等
からのデジタルアーカイブ資料の紹介、またそれぞ
れのデジタルアーカイブの検索機能を提供する。

　Historiana の ウ ェ ブ サ イ ト で は、EUROCLIO が
Europeana と協働して作成した「教員研修者向けガイ
ド：歴史的思考力を高めるために、オンライン上のツー
ルをいかに使うか（Teacher Training Guide: How to 
use online tools to promote historical thinking ?）」も
公開しており、Historiana や Europeana を児童・生徒
向けの歴史教育・学習に活用するための要点・実例や
情報源、およびその基盤となる「高い質を伴う歴史教
育のための基本的考え方」を提示している（21）。すなわ
ち、「証拠に基づく討議」「歴史の多様性」「現状が過
去（への認識）に影響を与えることの自覚」などの点
が「基本的考え方」に含まれ、それが EUROCLIO の
活動や、Historiana の内容に反映されている、と言え
よう。

4.　おわりに
　本稿は、DPLA を中心とする米国の取り組みと、
Europeana を中心とする欧州の取り組みを解説した
が、教育面での運営方針や活動についてはそれぞれ対
照的な姿勢を取っていることが確認できた。つまり、
DPLA は運営の面で教育の専門家をまじえた諮問委員
会を置き、TPSを意識した一次資料活用のための指導
法まで自ら発信している。一方、Europeana はコンテ
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ンツの権利に関する表示や API の構築も含め、自らを
あくまで「教材などの新たなコンテンツを他の関係者
や企業等が開発するためのインフラストラクチャー」
と位置づけているようにうかがえる。
　このような、米国・欧州でのデジタルアーカイブの
教育活用への取り組みや教材・指導案等の作成などの
実践以上に、日本では米国の TPS や、EUROCLIO で
の「高い質を伴う歴史教育のための基本的考え方」の
ような、「歴史資料となり得るものを教育・学習に活
用するための基本的考え方や思想」に学ぶ面が多いは
ず、と筆者は考えたい。つまり、公文書管理をめぐる
問題が頻発する日本の現状では、デジタル技術の活用
以前に、一次資料や証拠の成り立ち・形状・出所から
考えつつ学習を進める、という取り組みこそが、さま
ざまな人々との討論・交渉を進め、よりよい意思決定
を行うために、必要となるはずである（22）。

※�本稿は JSPS 科研費 JP16K00454 による成果の一部
である。
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